
【導入】

中大の学食は日本一！！！！！

毎週変わるメニュー。

今週は、ハムカツカレー、

濃厚豚骨つけ麺が、特に！美味しかった！

そして昨日は、この大会に勝つために！トンカツを食べてきました！

このように、私たちの食は、

多くの畜産物に、支えられています

しかし、私たちの食を支える畜産に今、

危機が訪れているのです。

本弁論では、日本の畜産業の抱える危機と、その解決のために目指す、

新たな畜産業のあり方について訴えます！

【現状】

畜産。

それは、牛や豚、鶏などの家畜を育て、肉や卵、牛乳などを生産する産業です。

令和元年度の畜産の産出額は

３兆３０００億円と、米や野菜など他の産業と比較しても最も多く、

全体の４割を占めています。

このように、畜産は日本の食卓と経済を支えているのです。

しかし現在、日本の畜産は

「未だかつてないほど経営が圧迫されている。」

と言われるなど、存続の危機に瀕しています。

実際に、中央酪農会議の調査によれば、

全国の畜産家のうち６割が「このままだと経営を続けられない」と回答しました。

さらに、畜産家の廃業も相次いでいます。

実際に、昨年から今年にかけて、２６００戸もの畜産家が廃業に追い込まれたのです。

それでは、なぜ、ここまでの危機に陥っているのでしょうか。

それは、原油価格や輸入価格などが高騰しているためです。

これにより、家畜の餌である飼料や、農機具を動かす燃料、牧草を栽培する肥料など、

畜産を巡るあらゆるものの価格が高騰しているのです。

中でも、最大の打撃となっているのが畜産家の経費のおよそ７割を占める、

「飼料」の価格高騰です。



実際に、今年の１トンあたりの飼料価格は、

昨年より３万円高い１０万円に高騰しています。

これは、肉用牛を飼育している畜産家一戸あたり、

牛の出荷までにおよそ１．４倍、金額にして４０００万円ほど上がる計算になります。

このように、飼料価格の急激な高騰が畜産業全体に、大きな影響を与えているのです。

それでは、なぜ、ここまでの高騰が起こっているのでしょうか。

それは、国際情勢の変化に弱い畜産業の産業構造にあります。

これまで、日本の畜産は飼料の多くを海外からの輸入に依存してきました。

実際に、トウモロコシや大麦など、飼料の原料となる穀物の９割は、海外からの輸入に頼ってい

る状況です。

このように、海外に頼り続けていることで、国際情勢のあおりを受けやすく、

常に価格高騰の危機と隣り合わせにあるのです。

実際に、現在の価格高騰も、

ウクライナ侵攻や急激な円安などの影響を大きく受けています。

こうした状況に対応し、

政府は、畜産家への補助金の交付を行い、経営の負担を緩和しています。

しかし、畜産家の不安定な経営体制そのものは解決されていません。

実際に、東京大学の谷口教授は、

「国による補助金は畜産家が当面の生活をつなぐためには大切な策である。

しかし、輸入に依存した状態で対策を行うのには限界がある。」

と指摘しています。

つまり、国際情勢に左右されない畜産業の産業構造を構築する必要があるのです。

（現状のまとめ）

以上をまとめると、現在、畜産家にとって重要な飼料の価格が高騰しています。

この飼料は長年、海外からの輸入頼りとなっていることから、国際情勢の影響を受けやすく日本

の畜産業は存続の危機を迎えているのです。

【問題点理念】

毎朝飲む、さっぱりとした甘味の牛乳！

どんな料理にも使えて、とってもおいしい、新鮮な卵！

上品な甘みと、きめ細やかな脂で、とろけるようなうまさの和牛！

日本の畜産は、最高なんです！！



それなのに、こんなにも素晴らしい日本の畜産が今

崩壊の一途をたどっているのです....

いつ何時、国際情勢が変化してもおかしくない、現代。

私たちの食卓を豊かに支えてくれた

畜産物があることは、もう当たり前ではない！

このまま海外への依存を続ければ、

この産業を守っていくことはできないのです！！

私は、日々の食を支える、そんな素晴らしい日本の畜産を守りたい。

そのためには、畜産家がこれから先、安定して経営できる体制が必要です。

私たちが考えるべきは、目先の安定や生産だけではなく、

これから先、もっと未来の畜産の話なのです！

【方向性】

それでは、どうすれば、安定した産業構造を構築できるのでしょうか。

例えば、

イネやトウモロコシといった、飼料の原料を国内で生産することが考えられます。

しかし、農林水産省によれば、

飼料の自給には日本の農地面積の４割を使用しなければならず、

農地面積の制約から限界があると指摘されています。

こうした中で、新たな飼料の供給源として注目されているのが、

エコフィードです。

エコフィードとは、ワインの搾りかすなどの製造副産物や、売れ残りのパンなどの余剰食品調理

の際に発生する皮や切れ端などを利用し、製造される家畜用飼料を指します。

現在は、スーパーやレストランなどの食品事業者から排出される原料を、エコフィード製造会社

が回収し、加工したのちに、畜産家に供給する仕組みとなっています。

エコフィードのメリットは、飼料費の大幅な削減です。

実際に、飼料をエコフィードに代替すると、畜産家一戸あたり出荷までに最大５０００万円の削減

ができます。

また、肉質や品質向上の事例もあり近年では、高品質や美味しさをアピールしたブランド肉も登

場しています。

しかし、実際の利用は進んでいないのが現状です。日本養豚協会の平成２８年度の調査によれ

ば、エコフィードを利用している畜産家は２割に留まっています。この背景には、畜産家がエコ

フィードの供給の不安定さに懸念を感じていることがあります。



中央酪農会議の調査によると、畜産家の６割が「供給量の不安定さ」を理由に、

エコフィードを利用していないことが分かっています。

事実、エコフィードは、供給を安定できていないのが現状です。

本来、供給量の安定のためには、

製造会社が多くの食品事業者から原料を収集する必要があります。

一つの事業者から収集できる量は日々変化することから、

回収する食品事業者の数を増やすことで、量の増減を緩和しなければならないのです。

しかし、エコフィードとなる原料の収集は十分にできていません。

実際に、エコフィードの製造を行っている日本フードエコロジーセンターへ調査に伺ったところ、エ

コフィード製造会社と食品事業者の情報共有がうまくいっていないことで、収集が十分でないこと

がわかりました。

現在、原料の回収には、製造会社が食品事業者に対し、原料の有無、種別などの情報を個別に

収集し、交渉により回収の同意を得なければなりません。

これにより、本来多くの食品事業者から原料を収集する必要があるにも関わらず、限られた事業

者からしか収集できていないのです。

令和２年度の農水省の調査によれば、小売店では５割、外食店では３割でしか、食品廃棄の再

生利用が実施されていないことがわかっています。

つまり、エコフィード製造会社が

食品事業者と、情報共有を行う体制が必要になります。

【プラン】

そこで私は１点のプランを提案します。

それは、食品事業者に対し、エコフィードに利用できる原料等の情報提示を義務化することです。

具体的には、全ての食品事業者に対して、新たに設立する農林水産省のサイトに原料の情報を

登録させることとします。

この際、食品事業者に原料の有無や種別、回収方法などの情報も明記します。

さらに、このサイトをエコフィード製造会社が閲覧し、情報を手軽に収集できるようにします。

これにより、製造会社が食品事業者に対し、

原料の有無、種別や回収方法などを個別に収集する必要や交渉する必要がなくなり、

エコフィード製造会社が食品事業者に連絡を取るだけで、原料を簡単に回収できるようになりま

す。

現在回収することのできていない企業から回収を行うことで、エコフィードの原料を安定的に確保

し、供給量の安定に繋げることができるのです。

こうして、畜産家の懸念を解消することで、エコフィードの利用を促進することができます。そし

て、輸入だよりの現状から、安定した産業構造の構築へ前進することができるのです。



【締め】

もう、お昼御飯が迫ってきました…
この後のレセプションも楽しみですね！！

私たちの豊かな食を、支える命に、畜産家の皆さんに感謝して

「いただきます！！！！」

今日も、明るい声が響く

これからも、この幸せが続くことを願い、本弁論を終了させていただきます。


